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12 月 4日、いよいよ新幹線が青森までやってきます。

「おもてなしの心」で迎えようと、青森市内では様々

な企画が実行されています。観光面ではどうなのか、

また経済効果はどうだろうと、熱く語られたり取り組

まれたりもしています。 

アンジュールでは「男女共同参画」をキーワードに

東北新幹線全線開通を考えてみることにしました。 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

APEC(アジア太平洋経済協力)は、アジ

ア太平洋地域の 21 の国と地域が参加する

経済協力の枠組み。今年、日本は初めての

議長国となった。 
APECの関連の会合の一つにWLNがあ

る。APEC に加盟する産業界、学界、行政、

民間団体などの女性リーダーからなるネ

ットワークだ。毎年 APEC 議長が持ち回

りで開催している。目的は、男女共同参画

社会の実現のために女性たちの経済活動

の発展に寄与すること。1996 年にフィリ

ピンで第 1 回会合が開催されて以来、延べ

4,000 人を超える女性たちが参加した。経

済活動における女性の活動への意見交換

や情報交換を行う国際交流の場となって

いる。 
2010APECWLN 会合は、9 月 19 日から

21 日まで東京での開催。「組織における女

性のキャリア構築」とした分科会や 3 つの

基調講演、3 つのパネルディスカッション、

エクスカーションなど、多彩なプログラム

が企画された。 
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●女性の悩み相談カダール相談室● 
パートナーからの暴力で悩んでいる、自

分自身の生き方や家庭のことで相談した

いなど、あなたが抱えている悩みを相談

員がお聞きします。 
毎週月･木（祝日・年末年始・休館日を除く） 
○電話相談 ☎017-776-8850 
○面接相談 10:00～12:00 
      13:00～16:00 
  ＊面接相談は予約が必要です。 
  平日 9:00～18:00 ☎017－776-8858 

  

■
私
に
も
言
わ
せ
て
…
新
幹
線
開
通 

 

東
京
以
南
の
講
座
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等

で
、
「
大
学
院
に
行
き
始
め
た
の
。
お
も

し
ろ
い
わ
よ
ー
」
「
私
は
大
学
に
入
り
な

お
し
た
の
」
と
言
う
女
性
た
ち
に
た
く
さ

ん
会
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
研
究
へ
、

仕
事
へ
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
進
ん

で
い
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
ま
す
。
新

幹
線
開
通
で
、
青
森
の
女
性
た
ち
に
も
こ

ん
な
話
題
が
増
え
る
か
し
ら
。 

 

芸
術
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
…
増
え
る

私
育
て
の
チ
ャ
ン
ス
が
う
れ
し
い
。 

■
専
業
主
婦
の
ド
ラ
マ
が
人
気
？ 

 

「
視
聴
率
の
高
い
ド
ラ
マ
の
共
通
項
は

専
業
主
婦
の
登
場
か
」
と
い
う
分
析
を
み

つ
け
ま
し
た
。
若
い
女
性
に
専
業
主
婦
志

向
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
み
た
い
。
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
で

日
々
仕
事
し
て
疲
れ
た
女
性
が
癒
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
か
？ 

こ
れ
で
い
い
？ 

転載希望の方はご連絡ください。 

APEC 女性リーダーズネットワーク

(WLN)会合 日本初の開催 

～男女共同参画社会実現に向けて～

  「男女共同参画都市」青森宣言 

私は私を大切に思うのと同じ重さで 
あなたを大切に思う 

 
性別を超え 
世代を超え 
時代を超え 

人と協調し 人を信頼できる 
誇り高い人間でありたい 

 
すべての人の自立と平等をめざして 
青森はここに｢男女共同参画都市｣を 

宣言します。 
 

平成 8 年 10 月 22 日 青森市 

 

私の言の葉 
アンジュール的 

・
何
十
年
も
か
か
っ
て
、
や
っ
と
開
通
す

る
「
新
幹
線
」
。
計
画
さ
れ
た
頃
の
社
会

と
、
今
の
社
会
で
は
大
き
く
違
っ
て
し
ま

っ
た
が
「
新
幹
線
で
東
京
に
行
け
る
！
」

何
十
年
来
の
市
民
の
夢
が
か
な
っ
て
嬉
し

い
で
す
。
（
７０
代
・ず
ー
っ
と
新
幹
線
を

待
っ
て
た
男
） 

 

・「
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」
つ
て
あ
る
ん 

で
す
っ
て
ね
。
け
っ
こ
う
か
わ
ゆ 

い
。
厚
生
労
働
省
が
認
定
し
、 

「
次
世
代
育
成
支
援
認
定
マ
ー 

ク
」
と
も
い
う
の
で
す
っ
て
。
青 

森
市
の
認
定
企
業
を
調
べ
て 

み
た
ら
、
８
月
中
旬
は
、
な
か 

っ
た
。
残
念
！ 

(

４０
代
・
子
育
て 

中
の
マ
マ) 

 

・青
森
は
ね
ぶ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
！ 

三
内
丸
山
遺
跡
に
、
自
然
も
農
産
物
も

海
の
幸
も
。
ほ
ら
ね
、
た
く
さ
ん
。
我
が

故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
市
民
み
ん
な

で
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
よ
。
（
２０
代
・青

森
大
好
き
娘
） 

・青
い
空
が
、
生
活
の
中
に
あ
る
っ
て
幸 

せ
で
す
！ 

人
の
暮
ら
し
の
中
に
、
自
然 

が
い
っ
ぱ
い
！ 

何
よ
り
私
た
ち
が
、
生

き
生
き
暮
ら
し
て
い
る
青
森
は
素
敵
！

青
森
で
生
き
て
い
る
こ
と
が
、
私
の
誇
り

で
す
。
（
５０
代
・
背
筋
を
伸
ば
し
て
凛
と

生
き
た
い
女
） 

 

・
就
職
活
動
に
疲
れ
き
っ
た
娘
は
、
婚
活

(

結
婚
相
手
募
集)

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
経
済
情
勢
だ
け
ど
… 

こ
れ
っ
て
、
絶
対
違
う
よ
ね
！！(

５０
代
・

怒
れ
る
母) 

 

・
子
育
て
は
本
当
に
大
変
！ 

今
の
働
き

方
や
社
会
で
は
子
育
て
を
親
だ
け
が
担

う
の
は
辛
い
よ
！ 

１０
年
前
に
介
護
保

険
が
導
入
「
介
護
を
社
会
で
担
う
」
よ
う

に
な
っ
た
。
同
様
に
社
会
が
子
育
て
す
る

社
会
を
目
指
す
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
」
が
平
成
２５
年
度
か
ら
実
施
予

定
。 

仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と 

し
て
い
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
な
い

と
…
（
４０
代
女
性
・
子
育
て
支
援
者
） 

 

平成 8 年 10 月 22 日 

 青森市は全国 8 番目の 

宣言都市になりました 

昨
年
の
月
間
事
業
か
ら 

新幹線がやって来る！  

男女が共に生きやすい 
社会づくりにつなげよう！ 

特 集 

✤✤✤ 募集します ✤✤✤ 

「新幹線とかけて男女共同参画と解く その心は…」 …を埋めてください 

募集期間：平成 22 年 12 月 28 日 

応募方法：ハガキかファクスで男女共同参画室へ（4 面参照） 

＊お寄せいただいた作品はアンジュールでご紹介の予定です。 

←新幹線開通 100 日前イベントで「新幹線喜び音頭」を踊る市民の皆さん。（＝青

森市駅前広場）。後方の建物 5･6 階には青森市男女共同参画プラザがあります。

 ●青森市男女共同参画プラザ｢カダール｣ 

 「カダール」は津軽弁で仲間になるという意味の｢カダル｣と、共に語り合うと

いう 2 つの意味を表現。市民のみなさんと男女共同参画社会づくりをすすめてい

くための拠点です。   〒030‐0801 青森市新町 1-3-7 アウガ５F・６F 

●青森市働く女性の家｢アコール｣ 

 「アコール」はフランス語で｢調和｣･｢和音｣の意味。 
社会参画に取り組むすべての女性を応援し、お手伝いする施設です。女性はもちろ

ん、男性も利用できます。   〒030-0821 青森市勝田 1-1-2 

◆カダール◆

【開館時間】 

9:00～22:00 

【休館日】 

毎月第 2 水曜日 

【電話】 

017(776)8800 

【FAX】 

017(776)8828 ◆アコール◆

【開館時間】

9:00～22:00

【休館日】 

毎月第 2 日曜日

【電話＆FAX】

017(723)1700

今年のテーマは「つなぐ」。男女共同参画プラザ「カダール」が主会場です。

＊オープニングセレモニー 1 日(金)15:30～16:00 AV 多機能ホールホワイエ 

＊乳がん啓発ピンクリボンウォーク in あおもり 2010～あなたとあなたの大切な

人を乳がんから守るために～ 1 日(金)16:00～ アウガ～新町～アスパム 

  ウォーク終了後、県観光物産館アスパムのピンクライトアップ点灯式 18:20 

＊「青森・温故知新塾」第 2 回 5 日(火)19:00～（青森市働く女性の家） 

＊縄文の杜あおもりツーデーマーチ 17 日(日)9:10～ 三内丸山縄文時遊館 

＊女性メンター養成講座 17 日(日)10:00～16:00 研修室 

＊女性史と音楽史を歌で彩るコンサート 21 日(木)13:30～15:30 AV多機能ホール

＊シンポジウム｢男女(ひと)を変え、地域(まち)を変え｣ 24 日(日)13:00～15:00 

＊じゃらん・じゃらん展｢みんなで踊ろう、新幹線喜び音頭｣ 24 日(日)15:15～ 

＊Women’s ライブラリー  1 日(金)～31 日(日) (市民図書館)  

＊市内幼稚園児「大好きな人の絵」展示 9/30～10/31 (新町アートパネル) 

＊大きなピンクリボン展示 9/29～10/31 インナーパーク 

 

青森市男女共同参画情報紙 
―性別･世代･時代を超え 



 

 

 

ＤＶ被害者支） 

 
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
取
組
み
は
、
国
際
連
合
を
中
心
と
し
た
「
平

等
・
開
発
・
平
和
」
と
い
う
目
標
達
成
の
た
め
の
世
界
規
模
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
新
幹
線
開
通
も
「
平
等
・
開
発
・
平
和
」
と
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
様
な
立
場
の
人
が
、
職
や
医
療
や
学
問
な
ど
の
チ
ャ
ン
ス
を

今
ま
で
よ
り
も
平
等
に
得
ら
れ
る
、
産
業
や
人
の
力
が
今
ま
で
以
上
に
開
発
さ
れ
る
、

そ
し
て
新
幹
線
を
利
用
し
て
ラ
イ
フ
も
ワ
ー
ク
も
充
実
す
る
平
和
な
社
会
を
持
続
す
る

こ
と
に
一
人
ひ
と
り
が
努
め
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

新
幹
線
全
線
開
通
を
男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

「男女共同参画社会をつくる－それは、女性にとっても男性にとっても生きやすい社会をつくること」。男女共同参画会議は

7 月に出した「第 3 次男女共同参画基本計画策定にあたっての基本的な考え方」のはじめに、こう掲げました。 

さて、東北新幹線全線開通も、私たちが生きやすい社会づくりの一翼としたい。様々な視点から考えてみることにしました。 

◆
新
幹
線
喜
び
音
頭 

「
開
業
ま
で
の
節
目
節
目
に
、
こ
の
『
新

幹
線
喜
び
音
頭
』
を
披
露
し
て
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
特
に
一
般
主
婦
層

に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
12
月
に
起
こ

る
青
森
県
に
と
っ
て
の
世
紀
の
大
出
来

事
に
気
持
ち
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
」(

会
長
の
白
鳥
淳
子
さ
ん)

と
、
青
森

民
踊
研
究
会
の
み
な
さ
ん
は
市
内
を
飛

び
回
っ
て
広
め
て
い
ま
す
。
9
月
26
日

(

日)

の
ア
コ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
（
11:

20
～
）
、

10
月
24
日(

日)

の
青
森
市
男
女
共
同

参
画
都
市
宣
言
記
念
月
間
事
業 

じ
ゃ

ら
ん
・
じ
ゃ
ら
ん
展
で
も
お
披
露
目
し

ま
す
。
み
ん
な
で
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

作
詞
作
曲 

小
倉
尚
継 

歌 

鳴
海
と
し
え 

振
付 

青
森
民
踊
研
究
会 

        
(

写
真
＝
９
月
１４
日
現
在
の
新
青

森
駅
、
撮
影
協
力
…
松
山
佳
子
） 

<

歌
詞
か
ら>

 

夢
が
広
が
る 

青
森
の
空

縄
文
時
代
も
同
じ
こ
と 

人
の
行
き
来
の
あ
る
所 

幸
せ 

喜
び 

花
咲
き
匂
う
で
し
ょ
う 

◆
ラ
ブ
青
森
サ
ポ
ー
タ
ー 

新
幹
線
で
訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
お
迎

え
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自

身
が
青
森
市
の
魅
力
を
十
分
に
理
解

し
、
「
ま
ち
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
た
な

く
て
は
！ 

「
青
森
の
魅
力
の
発
信
者
集

合
！
」
に
、
名
乗
り
を
上
げ
た
市
民
は

149
人(

８
月
２５
日
現
在)

。 

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
、
青
森
の
魅
力
や

お
も
て
な
し
の
必
要
性
を
口
コ
ミ
で
伝

え
る
な
ど
、
ま
た
「
こ
の
対
応
は
よ
く
な

い
。
こ
う
し
た
ら
改
善
で
き
る
」
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
教
示
を
取
入
れ
た
冊
子
づ
く

り
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。 

資
源
を
磨
き
、
「
住
ん
で
い
た
い
」
感
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
で
も
あ
り
ま
す
。 

活
動
期
間:

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
。 

会
員
登
録
は
し
な
く
て
も
、
み
ん
な
で
、

魅
力
の
口
コ
ミ
発
信
者
に
な
り
ま
し
ょ

う
。 

問
合
せ
先 

新
幹
線
開
業
対
策
課

0
1
7
-
7
3
4
-
2
3
1
9
 

    

◆
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す 

そ
の
他
に
も
、
市
内
の
主
な
観
光
地

を
巡
回
す
る
「
あ
お
も
り
シ
ャ
ト
ル

de

ル
ー
ト
バ
ス
（ね
ぶ
た
ん
号
）
」
の
運
行
。 

「一
路
青
森
。
」
の
フ
ラ
ッ
グ
や 

新
幹
線
開
業
応
援
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ 

サ
エ
ラ
「恋
し
て
青
森
」
、 

東
琢
海
「一
路
青
森
～
君
は 

今
、
旅
人
」
の
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
の
っ
け
丼
・
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳

ラ
ー
メ
ン
・
寿
司
ク
ー
ポ
ン
等
、
「
美
味

し
い
青
森
」
も
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
中
で
す
。 

問
合
せ
は
右
記
の
新
幹
線
開
業
対
策
課 

新幹線全線開通と男女共同参画? 

  アンジュールはこう読みました 

 

   

Ｔ
ｈ
ｅ
企
画
エ
ル
サ
ー
チ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

蒔
苗 

正
子 

人
も
組
織
も
外
か
ら
の
刺
激
を
き
っ
か
け
に
変

わ
っ
た
り
、
新
た
な
展
開
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
外
か
ら
の
刺
激
が
な
い
と
気

づ
け
な
か
っ
た
り
、
内
部
の
声
に
は
耳
を
傾
け
な
い

が
外
部
か
ら
の
声
に
は
敏
感
に
対
応
で
き
た
り
す

る
も
の
で
す
。
東
北
新
幹
線
の
全
線
開
通
後
に
広
が

る
人
や
文
化
・
情
報
の
交
流
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が

刺
激
を
受
け
る
場
面
は
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
結

果
、
個
性
的
な
起
業
を
す
る
人
に
は
増
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
声
が
き
っ
か
け

で
市
民
議
論
が
起
き
る
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
ど
ん
な
議
論
を
展
開
す
る

の
か
、
市
民
の
知
恵
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
「
誰
も
が
役
割
や
個
性
を
自
然
に
選
択
で

き
る
青
森
」
が
テ
ー
マ
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
活
か
し
た
い
」
と
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

私

点 の
視

全
線
開
通
に
よ
り
何
が
変
わ
る
か
、
何
を
変

え
た
い
か 

「
も
っ
と
も
っ
と
あ
お
も
り
フ
ァ
ン
を
つ
く
ろ

う
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
起
業
し
た
蒔
苗
さ
ん
、

今
年
４
月
に
活
動
拠
点
を
青
森
か
ら
東
京
に
移

し
た
工
藤
さ
ん
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
取
り
組
ん
で
き
た
鹿
内
さ
ん
か
ら
の
シ
ョ

ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
青
森 

理
事
長 

 
 

鹿
内 

文
子 

 

新
幹
線
と
Ｄ
Ｖ
に
共
通
す
る
の
は
ト
ン
ネ
ル
？

な
ぜ
な
ら
出
口
は
人
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
明
る
い

暮
ら
し
へ
の
扉
が
開
か
れ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。 

私
た
ち
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
Ｄ
Ｖ
を
は

じ
め
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
被
害
者
支
援
、
予
防

教
育
、
調
査
研
究
等
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

東
北
で
２
番
目
の
シ
ェ
ル
タ
ー
運
営
に
は
、
前
理
事

長
・
故
三
上
久
美
子
さ
ん
の
命
を
か
け
た
日
々
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
得
ま
せ
ん
。 

最
近
は
Ｄ
Ｖ
に
混
在
し
て
い
る
児
童
虐
待
問
題

も
あ
り
ま
す
。
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
幹
線
効
果
で
広
域
連

携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

来
年
の
全
国
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
先
見
の
明

を
〝
は
や
ぶ
さ
〟
に
乗
っ
て
学
び
ま
せ
ん
か
。 

は
や
ぶ
さ
で
先
見
の
明
を

 

 
 

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

 

工
藤 

倫
子 

青
森
か
ら
東
京
に
出
張
に
来
る
た
び
に
い
つ
も

思
っ
た
。
平
日
の
新
幹
線
や
飛
行
機
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
男
性
ば
か
り
が
目
立
つ
な
ぁ

と
。
新
幹
線
開
通
に
伴
い
、
も
っ
と
色
ん
な
顔
ぶ
れ

が
増
え
る
と
い
い
と
思
う
。
学
生
や
主
婦
や
仕
事
か

ら
退
い
た
人
。
色
ん
な
人
の
間
で
「
今
日
は
有
楽
町

で
セ
ミ
ナ
ー
」
「
今
日
は
六
本
木
の
美
術
館
に
」
そ

ん
な
会
話
が
飛
び
交
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
れ
が

決
し
て
贅
沢
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
て

欲
し
い
。
そ
ん
な
場
所
に
身
を
置
く
と
、
そ
こ
に
か

け
た
対
価
以
上
の
も
の
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
か
ら
。

青
森
の
人
は
と
て
も
優
秀
な
人
が
多
い
の
に
「
自
分

を
磨
く
」
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
気
付
い
て
欲
し
い
。
自
分
に
は
ま
だ
ま

だ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
・
・
・
。
新
幹
線

は
青
森
の
人
の
夢
と
可
能
性
を
運
ん
で
く
れ
る
と

私
は
信
じ
て
い
る
。 

夢
と
可
能
性
を
乗
せ
て

｢青森を代表しよう｣ 

｢わたしたちも利用者｣ 

 アンケート結果から 

｢魅力発信｣ 

昨年 10 月、ネットワークＡ・Ｌでは｢新幹

線開業に関する身近な市民アンケート｣を

実施。回答 250 名。「出かけやすくなる」

「一度は乗ってみたい」と、利用者としての

期待と喜びの声が多かった。新駅までの

交通手段は家族の送迎も含む自家用車

利用が一番多く、以下はバス、タクシー、

電車の順。便利になるといいなァ。 

（ネットワークＡ・Ｌ 滝渕志津子）

 

魅力いっぱいの中で生活しているの

に、青森の素晴らしさに気づいていない人

が多いようです。視点を変えて周りを見渡

してみるときっと発見できるはず。ここに住

む私たちだからこそ言える魅力スポットを

他の人に伝えてあげましょう。小さな力も

皆が伝えると大きな「おもてなし」です。

（小原流いけ花・豊扇会代表 伊藤豊扇）

今まで学会や旅行で何ヶ所か訪れて印

象が強いのは風景でも、食べ物でもなく、

なぜかタクシー運転手の対応である。どん

なに素晴らしい自然や食事をアピールして

も、やはり人なのだ。場所柄、当クリニック

は県外の患者様が来院されるが、勝手な

がら私も青森代表の一人として接する様

にしている。 

(あおもりベイクリニック副院長 大出華子)


